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光

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、現
在
も
27
校
の
国
公
私
立
大
学
が
管
理
す

る
大
学
演
習
林
が
全
国
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。大
学
演
習
林
は
、先

進
的
な
林
業
経
営
を
行
い
、林
業
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。国
内
初
の

大
学
演
習
林
が
、浅せ
ん
げ
ん
や
ま

間
山
（
千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
）で
、東
京
大
学
大
学
院
農
学
生

命
科
学
研
究
科
附
属
千
葉
演
習
林（
以
下
、東
大
千
葉
演
習
林
）

の
一
部
を
構
成
し
て
い
ま
す
。大
学
演
習
林
発
祥
の
地
と
い
う

点
が
評
価
さ
れ
、２
０
１
３
年
度
の
林
業
遺
産
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
林
学
高
等
教
育
の
歴
史
は
、

１
８
８
２（
明
治
15
）年
に
東
京
・
西
ヶ
原
に

開
校
し
た
東
京
山
林
学
校
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
後
に
林
学
の
父
と
も
称
さ
れ
た
本
多
静

六（
１
８
６
６
〜
１
９
５
２
）も
、
１
８
８
４

（
明
治
17
）年
に
、東
京
山
林
学
校
の
門
戸
を

叩
き
ま
し
た
。
１
８
８
６（
明
治
19
）年
７
月
、

財
政
難
に
よ
り
東
京
山
林
学
校
は
廃
止
さ
れ
、

駒
場
農
学
校
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
形
で
、
東

京
農
林
学
校
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

１
８
９
０（
明
治
23
）年
６
月
に
、同
農
林
学
校

は
帝
国
大
学
に
合
併
さ
れ
る
形
で
、
帝
国
大

学
農
科
大
学（
１
８
９
７
年
に
東
京
帝
国
大
学

農
科
大
学
、
現
在
の
東
京
大
学
農
学
部
）が

誕
生
し
ま
す
。
欧
米
列
強
に
追
い
つ
こ
う
と
、

様
々
な
改
革
と
社
会
変
化
が
起
き
た
時
代
の

様
子
が
、林
学
の
歴
史
か
ら
も
垣
間
見
え
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
野
外
の
実
習
・
演
習
は
官
林

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

教
育
機
関
が
自
由
に
使
用
で
き
る
演
習
林
の

誕
生
を
当
時
の
教
員
・
学
生
は
望
ん
で
い
ま

し
た
。
１
８
９
２（
明
治
25
）年
12
月
、帝
国
大

学
農
科
大
学
の
助
教
授
だ
っ
た
本
多
は
、
学
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生
９
名
を
引
き
連
れ
て
房
総
半
島
へ
の
修
学

旅
行
に
出
か
け
、
木
更
津
、
鹿
野
山
を
経
て

浅
間
山
付
近
を
訪
れ
ま
す
。
当
時
は
東
京
大

林
区
署
が
所
管
し
て
い
た
山
で
あ
っ
た
た
め
、

地
元
の
案
内
人
に
加
え
て
、
大
林
区
署
や
久

留
里
小
林
区
署
な
ど
の
職
員
も
同
行
し
ま
し

た
。
す
る
と
浅
間
山
付
近
一
帯
の
天
然
林
は
、

椎し
い

や
樫か

し

と
い
っ
た
常
緑
広
葉
樹
、
栂つ

が

や
樅も

み

な

ど
の
針
葉
樹
の
老
齢
樹
が
生
育
し
て
い
ま
し

た
。
来
訪
の
目
的
は
木
材
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

採
取
で
し
た
の
で
、
一
行
は
、
12
月
26
日
に

栂
と
樅
の
巨
木
を
伐
採
し
、
そ
の
翌
日
に
円

板
や
材
鑑
を
切
り
取
り
ま
す
。
測
樹
や
年
輪

推
定
も
行
い
、
伐
採
し
た
栂
は
３
１
３
年
生
、

樅
は
１
７
５
年
生
と
判
明
し
ま
し
た
。
案
内

役
に
見
事
な
美
林
が
残
る
理
由
を
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
か
つ
て
伐
採
し
た
事
も
あ
っ
た
が
、

多
く
の
伐
採
夫
が
怪
我
を
し
、伐
採
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
直
立
し
た
ま
ま
倒
れ
な
い
と
い
っ

た
不
思
議
な
現
象
が
発
生
し
た
た
め
、地
元
住

民
は
こ
の
森
を
畏
れ
以
後
切
ら
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
多
が
聞
き
取
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
古
く
か
ら
天
狗
が
暮
ら
す
」、「
清
澄

寺
を
８
世
紀
終
わ
り
に
開
山
し
た
不
思
議
法

師
が
清
澄
寺
の
鬼
門（
北
西
）に
浅
間
菩
薩
を

祀
っ
た
の
が
浅
間
山
で
あ
り
別
名
富
士
山
と

も
呼
ば
れ
る
」、「
女
性
が
浅
間
山
に
立
ち
入

る
と
放
り
出
さ
れ
る
」
な
ど
様
々
な
言
い
伝

え
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
説
は
あ
り
ま
す

が
、
山
岳
信
仰
に
基
づ
い
て
長
き
に
渡
っ
て

地
域
住
民
に
畏
れ
ら
れ
、
そ
の
結
果
大
々
的

に
伐
採
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
残
さ
れ
て
い
た

の
が
浅
間
山
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
特
別
な
山
林
に
、
本
多
は
関

心
を
持
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
浅
間
山
の
森
林

が
有
す
る
学
術
的
な
価
値
の
高
さ
や
、
東
京

か
ら
比
較
的
近
い
場
所
に
あ
っ
た
点
に
も
惹

か
れ
、
帰
京
し
た
本
多
は
、
浅
間
山
付
近
を

演
習
林
と
す
る
活
動
に
尽
力
し
ま
す
。
遂
に

１
８
９
４（
明
治
27
）年
11
月
、
浅
間
山
を
含

め
た
３
３
６
町
４
反（
３
３
３
・
６
ha
）の
清

澄
寺
周
辺
の
山
林
が
演
習
林
と
な
り
ま
し

た
。
１
８
９
７（
明
治
30
）年
に
は
、
奥
地
の

官
林（
約
１
，８
２
２
ha
）が
演
習
林
に
編
入
さ

れ
、
現
在
の
東
大
千
葉
演
習
林
の
ほ
と
ん
ど

が
、こ
の
時
期
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
６
月
に
東
大
千
葉
演
習
林
を

訪
れ
、
教
員
の
當と
う
や
ま山

啓
介
さ
ん
に
浅
間
山
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
こ
の
演
習
林

が
誕
生
し
た
当
初
、
火
入
れ
な
ど
も
普
通
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
今
よ
り
も
原
野
の

多
い
場
所
で
し
た
。
予
算
も
な
い
状
況
で
演

習
林
を
設
置
さ
せ
た
本
多
に
批
判
の
声
が
あ

が
っ
た
の
も
事
実
で
す
が
、
本
多
は
演
習
林

の
整
備
に
自
ら
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
進
め
ま

し
た
。
東
京
の
駒
場
で
育
て
た
杉
や
檜
の
苗

木
を
、
汽
船
と
荷
馬
車
で
運
ん
で
、
造
林
学

実
習
と
し
て
学
生
ら
に
植
林
、
手
入
れ
を
さ

せ
ま
し
た
。
し
か
し
大
半
の
苗
木
は
長
旅
で

弱
り
、
う
ま
く
活
着
し
な
か
っ
た
と
い
う
苦

労
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
創
設
当
初
は
、
演

習
林
内
で
淡
水
魚
を
養
殖
し
た
り
、
養
鹿
す

る
な
ど
、
様
々
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
演
習
林
が
創
設

さ
れ
る
以
前
に
手
掘
り
で
掘
削
し
た
隧
道

（
ト
ン
ネ
ル
）や
、か
な
り
古
い
時
代
の
炭
窯

跡
な
ど
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
を
含
む
先
人
達
と
森
林
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
て
、
現
在
の
姿
が
あ
り
ま
す
。」
と
、
傾

斜
の
厳
し
い
管
理
道
を
歩
き
な
が
ら
當
山
さ

ん
は
静
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
次
世
代
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に
も
、
演
習
林
の
歴
史
が
受
け
継
が
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

東
大
千
葉
演
習
林
は
、
一
般
公
開
日（
例
年

４
月
）や
、演
習
林
内
に
あ
る
森
林
博
物
資
料

の
一
般
公
開
日（
例
年
２
月
）も
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
本
多
静
六
や
学

生
た
ち
が
歩
い
た
往
時
の
山
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、貴
重
な
資
料
や
写
真

等
を
快
く
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
大
千
葉

演
習
林
の
教
職
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

※
浅
間
山
は
学
術
・
教
育
目
的
で
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
急
傾
斜
地
な
ど
危
険
個
所
も
多

い
た
め
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
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